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保育園統廃合プロジェクト検討・住民説明会結果報告書 

 

平成１９年８月２７日 

 

下諏訪町長 青 木  悟  様 

 

保育園統廃合プロジェクト    

委員長 熊 崎 壮 介   

委 員 大 蔵 トシ子   

小 谷 孝 司   

伊 藤 俊 幸   

増 澤 和 義   

小 松 信 彦   

松 本 伸 二   

中 村 茂 夫   

河 西 正 訓   

 

平成１９年２月１５日検討依頼された事項について、別紙のとおり検討・住民

説明会の結果を報告いたします。 

  

１ 保育園統廃合プロジェクトにおける検討 

現在、少子化、女性の社会進出など家庭を取り巻く様々な社会状況の変化の中、

子育ての環境の充実が求められています。 

町でも児童数に見合った計画的な保育施設の整備や保育内容の充実が必要と

なっており、今後数年間最も厳しい行財政の状況が続く中、現状の保育水準を維

持しながら、更に効率的な運営に努めなければなりません。 

このような状況を背景として、次の方針をはじめとした統廃合計画案を検討し

策定しました。 

 

・「保育園あり方検討委員会」の答申を尊重して、第一、第三、第六、第八保育

園を廃園する。 

・第２保育園及び第５保育園の全面改築を行い、一ッ浜保育園の改修を行う。 

・未満児保育・早朝保育・長時間保育・一時保育・障害児保育等を規模的にも均

一化した３園全てで同じレベルで保育の充実を図る。 

・第３保育園園舎を活用して、一ッ浜保育園から「子育て支援センター」を移し、

併せて「高齢者と子どもの交流の場」として「交流センター」を開設する。 

・廃園の有効活用について検討を進める。 
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２ 保育園統廃合に関する住民説明会の実施 

平成１９年７月２３日から８回にわたり、町の方針を中心に住民への説明を行

い、理解を求め又住民からの要望･意見を聴取しました。 

 

《保育園統廃合プロジェクトでの検討過程及び住民説明会の開催状況》 

 

平成１９年２月１５日  第１回保育園統廃合プロジェクト（委嘱） 

２月２３日  第２回保育園統廃合プロジェクト 

３月２３日  第３回保育園統廃合プロジェクト 

４月１２日  第４回保育園統廃合プロジェクト 

４月２４日  第５回保育園統廃合プロジェクト 

５月１８日  第６回保育園統廃合プロジェクト 

５月２９日  第７回保育園統廃合プロジェクト 

６月 ６日  第８回保育園統廃合プロジェクト 

６月１９日  第９回保育園統廃合プロジェクト 

６月２８日  第 10 回保育園統廃合プロジェクト 

７月 ５日  第 11 回保育園統廃合プロジェクト 

７月１０日  町長中間報告 

７月１２日  町議会全員協議会報告 

７月２３日  第１回住民説明会 第二保育園 参加者80人  

７月２４日  第２回住民説明会 第八保育園 参加者20人  

７月２５日  第３回住民説明会 一ッ浜保育園 参加者80人  

７月２６日  第４回住民説明会 第一保育園 参加者35人  

８月 ６日  第５回住民説明会 第三保育園 参加者25人  

８月 ７日  第６回住民説明会 第六保育園 参加者22人  

８月 ８日  第７回住民説明会 第五保育園 参加者45人  

８月 ９日  第８回住民説明会 文化ｾﾝﾀｰ小ﾎｰﾙ 参加者110人  

８月２１日  第 12 回保育園統廃合プロジェクト 

８月２３日  第 13 回保育園統廃合プロジェクト 

８月２７日  町長報告 
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３ 説明会での要望・意見について 

説明会では様々な要望･意見が出されましたが、その中で今後事業を進めるう

えで特にご留意をいただきたい主な内容について申し上げます。 

 

①保育園統廃合について 

統廃合の方針については、少数の反対意見はあったものの、当プロジェクト

としては説明会参加者の多くの皆さんに、町の方針をご理解いただいたものと

受け止めております。 

 

②分散保育について 

平成２０年度に実施予定の第二保育園の分散保育については、至急受け入れ

人数の把握等を行い、混乱のない調整を望みます。 

 

③統廃合直前における廃園予定の園への入園希望者の把握と保育運営について 

新園へ早めに移るか、通園中の園へ最後まで通うかの希望を把握し、統廃

合を目の前にして保護者が混乱をすることのないよう、保護者会等の意見を

充分に聴取のうえ、適正かつ効率よい保育運営が実施されるよう望みます。 

 

④保育園の規模、保育内容等について 

保護者は規模が大きくなると手厚い保育が行われるか否かという不安があ

るので、ゆとりのある・きめ細かな保育を実施するために、適正な保育士の

配置をし、保護者、園児、保育士がコミュニケーションを高める環境を望み

ます。また従来行われていた、自然に触れ合う機会、地域と密着した保育の

実施、年上の園児が下の面倒を見るような人間関係づくりなどを含め、統合

後も特色ある保育が継続して実施されることを望みます。 

 

⑤通園バスについて 

第二保育園の分散保育時は、「通園バスを必要としない」とする意見が多く

出されました。第五保育園の改修時及び３園同時スタート時にも保護者の意

見を聴取のうえ、必要の可否及び効率の良い規模の車両の選定などについて

更に検討を進め準備されるよう望みます。 

 

⑥駐車場について 

３園同時スタート時はもちろんの事、第二保育園の分散保育の実施時からも

多くの方から駐車場の確保について充実を希望する要望が出されております。

特に第二保育園は至急対応が必要と考えます。この課題については全園で町

と保護者会と協働して確保されることを望みます。 
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⑦住民及び保護者会への情報提供について 

説明会では、今までの過程の中で住民への情報提供が不足していたとの意見

も多く聞かれました。特に保護者が心配する入園、卒園式などの日程に影響

がある工事スケジュール等は、早期に公表するなど保護者や住民への情報提

供を望みます。 

 

⑧だっこの会について 

だっこの会が今後も子育て環境整備の充実を進めるために円滑に活動でき

るよう、廃園になる地区の活動拠点などの課題の解決に向けて町とコミュニ

ケーションを取れるよう配慮を望みます。 

 

⑨統合後の新園の名称の公募について 

統合後の新園の名称については、子供に夢を持たせるような名称を公募によ

り決定されるよう望みます。 

 

４ 添付資料（住民説明会会議録） 

 


